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14 酸素欠乏症等防止規則

■�定　義［酸欠則第２条］
１�．次に掲げる用語の意義は、それぞれに定めるところによる。

①酸素欠乏とは、空気中の酸素濃度が18％未満である状態をいう

④ 硫化水素中毒とは、硫化水素の濃度が100万分の10を超える空気を吸入する
ことにより生ずる症状が認められる状態をいう

⑥ 酸素欠乏危険作業とは、安衛令�別表第６（酸素欠乏危険場所）における作業を
いう

⑦ 第一種酸素欠乏危険作業とは、酸素欠乏危険作業のうち、第二種酸素欠乏危険
作業以外の作業をいう

⑧�第二種酸素欠乏危険作業とは、酸素欠乏危険場所のうち、安衛令�別表第６（酸
素欠乏危険場所）③の３，⑨に掲げる場所にあって、酸素欠乏症のほか、硫化
水素中毒にかかるおそれのある場所における作業をいう

酸欠危険場所 第一種酸素欠乏
危険作業 酸欠危険場所 第二種酸素欠乏

危険作業硫化水素中毒

汚物

■�酸素欠乏危険場所［安衛令 別表第６］ （一部省略）

①�第一鉄塩類を含有している地層、腐泥層等、特殊な地層に接し、又は通ずる井
戸等（井戸、井筒、たて坑、ずい道、潜函、ピット）の内部

� 第一種酸素欠乏危険場所

③�の２��雨水、河川の流水又は湧
ゆう

水が滞留しており、又は滞留したことのある槽、
暗きょ、マンホール又はピットの内部� � 第一種酸素欠乏危険場所

③�の３��海水が滞留しており、若しくは滞留したことのある熱交換器、ピット等の
内部� � 第二種酸素欠乏危険場所

④�相当期間密閉されていた鋼製のボイラー、タンク、反応塔、船倉その他その内
壁が酸化されやすい施設の内部� � 第一種酸素欠乏危険場所

⑤�石炭、亜炭、硫化鉱、鋼材、くず鉄、原木、チップ、乾性油、魚油その他空気
中の酸素を吸収する物質を入れてあるタンク、船倉、ホッパーその他の貯蔵施
設の内部� � 第一種酸素欠乏危険場所
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⑦�穀類もしくは飼料の貯蔵、果菜（果物と野菜）の熟成、種子の発芽又はきのこ
類の栽培のために使用しているサイロ、むろ、倉庫、船倉又はピットの内部

� � 第一種酸素欠乏危険場所

⑧�しょうゆ、酒類、もろみ、酵母その他発酵するものを入れてあり、又は入れた
ことのあるタンク、むろ又は醸造槽の内部� � 第一種酸素欠乏危険場所

⑨�し尿、腐泥、汚水、パルプ液その他腐敗し、又は分解しやすい物質を入れてあり、
又は入れたことのあるタンク、船倉、槽、管、暗きょ、マンホール、溝又はピ
ットの内部� � 第二種酸素欠乏危険場所

⑩�ドライアイスを使用して冷蔵、冷凍又は水セメントのあく抜きを行っている冷
蔵庫、冷凍庫、保冷貨車、保冷貨物自動車、船倉又は冷凍コンテナーの内部

� � 第一種酸素欠乏危険場所

⑪ ヘリウム、アルゴン、窒素、フロン、炭酸ガスその他不活性の気体を入れてあり、
又は入れたことのあるボイラー、タンク、反応塔、船倉その他の施設の内部

� � 第一種酸素欠乏危険場所

Check 第二種酸素欠乏危険作業（過去問より）

▪�海水が滞留したことのあるピットの内部における作業
▪�汚水その他腐敗しやすい物質を入れたことのある暗きょの内部における作業

■�作業環境測定等［酸欠則第３条］
１�．事業者は、第一種酸素欠乏危険作業に係る作業場について、その日の作業
を開始する前に、当該作業場における空気中の酸素の濃度を測定しなければ
ならない。また、第二種酸素欠乏危険作業に係る作業場にあっては、酸素及
び硫化水素の濃度を測定しなければならない。

■�換　気［酸欠則第５条］
１�．事業者は、酸素欠乏危険作業に労働者を従事させる場合は、当該作業を行
う場所の空気中の酸素の濃度を18％以上（第二種酸素欠乏危険作業に係る
場所にあっては、空気中の酸素の濃度を18％以上、かつ、硫化水素の濃度

を100万分の10以下）に保つように換気しなければならない。ただし、爆発、

酸化等を防止するため換気することができない場合又は作業の性質上換気

することが著しく困難な場合は、この限りでない。

２�．事業者は、第１項の規定により酸素欠乏危険作業を行う作業場の換気をす
るときは、純酸素を使用してはならない。
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■�設備の改造等の作業［酸欠則第25条の２］
１�．事業者は、し尿、腐泥、汚水、パルプ液その他腐敗し、若しくは分解しや
すい物質を入れてあり、若しくは入れたことのあるポンプ若しくは配管等又
はこれらに附属する設備の改造、修理、清掃等を行う場合において、これら

の設備を分解する作業に労働者を従事させるときは、次の措置を講じなけれ
ばならない。

② 硫化水素中毒の防止について必要な知識を有する者のうちから指揮者を選任し、
その者に当該作業を指揮させること。

▼ ▼ ▼ �過去問題�
▼ ▼ ▼

【１】酸素欠乏症等防止規則に関する次の記述のうち、誤っているものはどれか。
［R6.10/R6.4］

　１�．酸素欠乏とは、空気中の酸素の濃度が18％未満である状態をいう。

　　２�．第二種酸素欠乏危険作業を行う作業場については、その日の作業を開

始する前に、当該作業場における空気中の酸素及び硫化水素の濃度を測

定しなければならない。

　　３�．酸素欠乏危険作業に労働者を従事させるときは、労働者を当該作業を

行う場所に入場させ、及び退場させる時に、人員を点検しなければなら

ない。

　　４�．汚水を入れたことのあるポンプを修理する場合で、これを分解する作

業に労働者を従事させるときは、硫化水素中毒の防止について必要な知

識を有する者のうちから指揮者を選任し、作業を指揮させなければなら

ない。

　　５�．パルプ液を入れたことのある槽の内部における作業については、酸素

欠乏危険作業主任者技能講習を修了した者のうちから、酸素欠乏危険作

業主任者を選任しなければならない。

【２】酸素欠乏症等防止規則に関する次の記述のうち、誤っているものはどれか。
［R5.4］

　１�．酸素欠乏とは、空気中の酸素の濃度が18％未満である状態をいう。

　　２�．海水が滞留したことのあるピットの内部における作業については、酸

素欠乏危険作業主任者技能講習を修了した者のうちから、酸素欠乏危険

作業主任者を選任しなければならない。
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２ 粉じんによる健康障害

■�粉じん
１�．粉じんは、次のように分類される。

①鉱物性…�土石・岩石・鉱物に含まれている遊離けい酸、石綿（アスベスト）、
炭素、金属

②植物性…綿、米杉、ラワン（木材） ③動物性…羊毛など

　◇�米
べいすぎ

杉とは、ヒノキ科クロベ属の常緑大高木で、杉ではない。建築・建具用材と
して北米から輸入される。

２�．鉱物性の粉じんは、有害性が高く、じん肺を発症させる。
３�．植物性や動物性の粉じんは体質により、ぜんそくや気管支炎などを起こす
ことがある。

■�じん肺
１�．じん肺は、粉じんを吸入することで肺の組織が線維化（線維増殖性変化）
する疾患である。

２�．自覚症状は、初期にはあまりみられず、進行すると、咳、痰、呼吸困難、
また皮膚や唇が青白くみえるチアノーゼなどがみられる。現在、じん肺の治

療法は確立されておらず、更にある程度進行すると、粉じんへのばく露を中
止しても肺の線維化が進行する性質がある。
３�．じん肺は様々な合併症にかかりやすくなり、主なものに肺結核、続発性気

管支炎、続発性気管支拡張症、続発性気胸、原発性肺がんなどがある。

　《じん肺の種類》
種　類 原　因
けい肺 鉱物（石英、珪石など）に含まれる遊離けい酸の粉じん
石綿肺 石綿線維の粉じん
炭素肺 炭素の粉じん

アルミニウム肺 アルミニウムやその化合物の粉じん
溶接工肺 酸化鉄ヒューム

■�けい肺
１�．けい肺は、鉱物性粉じんに含まれる遊離けい酸（SiO2）を吸入すること
によって起こるじん肺である。
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２�．進行すると、胸部エックス線写真でも粒状影（けい肺結節という）が見え
るようになり、けい肺と診断される。自覚症状は、咳、痰が始まり、やがて
呼吸困難に陥る。

■�石綿肺
１�．石綿（アスベスト）は、天然に存在する0.02～0.35μmの微細な繊維状の
鉱物である。

２�．石綿線維の粉じんを吸入すると、胸部エックス線写真で線状影、胸膜の肥
厚（プラーク）、胸膜の石灰化などがみられるようになる。
３�．自覚症状は、一般的なじん肺と同じである。石綿の吸入を続けると、肺が

んや悪性中皮腫
しゅ

（中皮細胞にできる腫瘍）が生じる。

４�．中皮腫は、胸膜や腹膜などに生ずる原発性のがんで、低濃度の石綿ばく露
によっても発症することがある。

■�溶接工肺
１�．溶接の際に発生する酸化鉄ヒュームのばく露によって発症するじん肺であ
る。

２�．あまり進行しないといわれるが、吸い続けていると数十年で肺がに
・ ・ ・

かわの

ように硬くなり、呼吸困難となる。

▼ ▼ ▼ �過去問題�

▼ ▼ ▼

【１】粉じんによる健康障害に関する次の記述のうち、誤っているものはどれ
か。［R6.10］

　１�．じん肺は、粉じんを吸入することによって肺に生じた線維増殖性変化

を主体とする疾病で、けい肺、石綿肺などがある。

　　２�．じん肺がある程度進行すると、粉じんへのばく露を中止しても肺の線

維化が進行する。

　　３�．けい肺は、鉄、アルミニウムなどの金属粉じんを吸入することによっ

て発症するじん肺である。

　　４�．石綿肺では、胸膜の肥厚（プラーク）、胸膜の石灰化などがみられる。

　　５�．木材の粉じんを吸入することによって、ぜんそくを起こすことがある。
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▼ ▼解答＆解説 ……………………………………………………………………………………
【１】解答　３
１～２＆４～５．正しい。
３ ．誤り：けい肺は、鉱物性粉じんに含まれる遊離けい酸を吸入することによって発症
するじん肺である。

【２】解答　１
１ ．誤り：じん肺は、粉じんを吸入することで肺の組織が線維化（線維増殖性変化）す
る疾病である。その種類には、けい肺、石綿肺、炭素肺、アルミニウム肺、溶接工肺
などがある。
２～５．正しい。
【３】解答　２
１＆３～５．正しい。
２ ．誤り：石灰化を伴う胸膜肥厚や胸膜中皮腫を生じさせるのは石綿である。遊離けい
酸を吸入することによって生じるじん肺は、けい肺である。

【４】解答　２
１ ．誤り：じん肺は、粉じんを吸入することで肺の組織が線維化（線維増殖性変化）す
る疾病である。その種類には、けい肺、石綿肺、炭素肺、アルミニウム肺、溶接工肺
などがある。
２．正しい。
３ ．誤り：石灰化を伴う胸膜肥厚や胸膜中皮腫を生じさせるのは石綿である。遊離けい
酸を吸入することによって生じるじん肺は、けい肺である。
４ ．誤り：じん肺の治療法は確立されていない。
５ ．誤り：じん肺がある程度進行すると、粉じんへのばく露を中止しても肺の線維化が
進行する。

【５】解答　３
１～２＆４～５．正しい。
３ ．誤り：じん肺の合併症は、肺結核のほか、続発性気管支炎、続発性気胸、原発性肺
がんなどがある。

【６】解答　１
１ ．誤り：じん肺は、粉じんを吸入することで肺の組織が線維化（線維増殖性変化）す
る疾病である。
２～５．正しい。
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※ 過去公表問題のうち７割が、
第一種・第二種とも同じ問題
で出題されています。

※ 出題時期のあとに「二種」と
あるものは、二種で公表され
た問題です。しかし、二種の
みで公表された問題であっ
ても一種の内容に含まれて
いるため、勉強をお勧めしま
す。実際、編集者が試験を受
けた際に出題されたことも
ありました。
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15 年次有給休暇

■�年次有給休暇［労基法第39条］
１�．使用者は、その雇入れの日から起算して６か月間継続勤務し全労働日の８

割以上出勤した労働者に対して、継続し、又は分割した10労働日の有給休
暇を与えなければならない。
２�．使用者は、１年６か月以上継続勤務した労働者に対しては、雇入れの日か
ら起算して６か月を超えて継続勤務する日（６か月経過日）から起算した継

続勤務年数１年ごとに、第１項の日数（10日）に、次の表に掲げる労働日
を加算した有給休暇を与えなければならない。ただし、６か月経過日から１
年ごとに区分した各期間の出勤日数が全労働日の８割未満である者に対し
ては、当該期間以後の１年間においては有給休暇を与えることを要しない。

雇入れの日から起算した継続勤務期間

継続勤務期間 ６か月 １年
６か月

２年
６か月

３年
６か月

４年
６か月

５年
６か月

６年
６か月以上

付与する
有給休暇日 10日 11日 12日 14日 16日 18日 20日（最高）

Check 正規労働者の有給休暇日数の例

▪�入社４年６か月の労働者の出勤割合による有給休暇日数

有給休暇日数 ０日 １０日 １１日 ０日 １４日

出勤割合

連続勤務期間

８割以上 ８割以上 ８割未満 ８割以上

１年
６か月６か月０

３年
６か月

２年
６か月

４年
６か月

スタート

　※�１年６か月～２年６か月の期間の出勤割合が８割未満だったため、２年６か
月～３年６か月の期間は有給休暇の付与がゼロとなる。また、２年６か月～
３年６か月の期間の出勤割合が８割以上となったため、３年６か月～４年６
か月の期間は、14日の年次有給休暇が付与される。
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［労基則第24条の３］

週所定
労働日数

１年間の所
定労働日数

雇入れの日から起算した継続勤務期間

６か月 １年
６か月

２年
６か月

３年
６か月

４年
６か月

５年
６か月

６年
６か月
以上

４日 169日から
216日まで ７日 ８日 ９日 10日 12日 13日 15日

３日 121日から
168日まで ５日 ６日 ６日 ８日 ９日 10日 11日

Check 非正規労働者（パート等）に付与される有給休暇の日数の計算式

▪�同一の勤続年数である正社員の有給休暇数 × 1週間の所定労働日数 ÷ 5.2日
　※小数点以下は切り捨てる

� �例：�入社後３年６か月が経過し、週所定労働日数が4日の者

同一の勤続年数の正規の労働者に与えられる有給休暇日数

14 × ４ ÷ 5.2 ＝ 10.7 … ⇒ 10 日

1 週間の労働日数 有給休暇日数

■�時　効［労基法第115条］
１�．この法律の規定による賃金の請求権はこれを行使することができる時から
５年間（当面３年）、この法律の規定による災害補償その他の請求権（賃金
の請求権を除く）はこれを行使することができる時からは２年間行わない場
合においては、時効によって消滅する。

　※�この規定により、年次有給休暇の請求権も２年で時効により消滅する。
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▼ ▼ ▼ �過去問題�

▼ ▼ ▼

【１】週所定労働時間が32時間以上である労働者に対して、労働基準法に基づ
く年次有給休暇（以下「休暇」という）に関する記述のうち、正しいもの

はどれか。ただし、その労働者はその直近の１年間に、全労働日の８割以

上出勤したものとする。［編集部作成］

　１�．雇入れの日から起算して６年６か月以上継続勤務した労働者には、休

暇を18日与えなければならない。

　　２�．労働者の過半数で組織する労働組合（その労働組合がない場合は労働

者の過半数を代表する者）と使用者との書面による協定により、時間を

単位として与えることができることとされる休暇の日数に関する定め

をした場合は、時間を単位として休暇を与えることができる。

　　３�．法令に基づく育児休業又は介護休業で休業した期間は、出勤率の算定

に当たっては、出勤しなかったものとして算出することができる。

　　４．休暇の請求権は、これを１年間行使しなければ時効によって消滅する。

　　５�．監督又は管理の地位にある者及び機密の事務を取り扱う者について

は、休暇に関する規定は適用されない。

【２】週所定労働時間が30時間、週所定労働日数が４日である労働者であって、
雇入れの日から起算して４年６か月継続勤務したものに対して、その後１

年間に新たに与えなければならない年次有給休暇日数として、法令上、正

しいものは次のうちどれか。ただし、その労働者はその直前の１年間に全

労働日の８割以上出勤したものとする。［R6.10］

　１�．12日　　２�．13日　　３�．14日　　４�．16日　　５�．18日

【３】週所定労働時間が25時間、週所定労働日数が４日である労働者であって、
雇入れの日から起算して５年６か月継続勤務したものに対して、その後１

年間に新たに与えなければならない年次有給休暇日数として、法令上、正

しいものは次のうちどれか。ただし、その労働者はその直前の１年間に全

労働日の８割以上出勤したものとする。［R5.10］

　１�．12日　　２．13日　　３．14日　　４．15日　　５．16日
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第一種・第二種共通科目

労働衛生
有害業務に係るもの

以外のもの

第４章

※ 過去公表問題のうち７割が、
第一種・第二種とも同じ問題
で出題されています。

※ 出題時期のあとに「二種」と
あるものは、二種で公表され
た問題です。しかし、二種の
みで公表された問題であっ
ても一種の内容に含まれて
いるため、勉強をお勧めしま
す。実際、編集者が試験を受
けた際に出題されたことも
ありました。
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14 高年齢労働者の安全と健康確保

■�高年齢労働者の安全と健康確保のためのガイドライン（概要）
１．安全衛生管理体制の確立等
　�　高齢者労働災害防止対策を組織的かつ継続的に実施するため、次の事項に

取り組むこと。

ア�．経営トップ自らが、高齢者労働災害防止対策に取り組む姿勢を示し、企業全体
の安全意識を高めるため、高齢者労働災害防止対策に関する事項を盛り込んだ安
全衛生方針を表明する。

イ�．高齢者労働災害防止対策に取り組む組織や担当者を指定するなど、高齢者労働
災害防止対策の実施体制を明確化する。

２．職場環境の改善
　�　身体機能が低下した高年齢労働者であっても安全に働き続けることがで

きるよう、施設、設備、装置等の改善を検討し、次の必要な対策を講じること。

・�危険を知らせるための警報音等は、年齢によらず聞き取りやすい中低音域の音を
採用する。

３．高年齢労働者の健康や体力の状況の把握
　�　体力の状況を客観的に把握し、事業者はその体力に合った作業に従事させ

るとともに、高年齢労働者が自らの身体機能の維持向上に取り組めるよう、

高年齢労働者を対象とした事業場の働き方や、作業ルールにあわせた体力
チェックを継続的に行うことが望ましい。この場合、体力チェックの評価基
準は安全衛生委員会等の審議を踏まえてルール化すること。

５．高年齢労働者に対する安全衛生教育
　�　高年齢労働者に対する、労働安全衛生法で定める雇入れ時等の安全衛生教

育は確実に行うこと。教育内容は、作業内容とそのリスクについての理解を
得やすくするため、十分な時間をかけ、写真や図、映像等の文字以外の情報

も活用する。再雇用や再就職等により経験のない業種や業務に従事する場合

には、特に丁寧な教育訓練を行うこと。
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▼ ▼ ▼ �過去問題�

▼ ▼ ▼

【１】厚生労働省の「高年齢労働者の安全と健康確保のためのガイドライン」

に関する次の記述のうち、適切なものはどれか。［R6.10］

　１�．経営トップ自らが、高齢者労働災害防止対策に取り組む姿勢を示し、

企業全体の安全意識を高めるため、高齢者労働災害防止対策に関する事

項を盛り込んだ安全衛生方針を表明する。

　　２�．高齢者労働災害防止対策には、事業場全体で取り組むことが重要であ

ることから、対策を推進するための特定の部署や担当者を指定すること

は避けるようにする。

　　３�．身体機能が低下した高年齢労働者であっても安全に働き続けることが

できるよう、事業場の施設、設備、装置等の改善を行うが、危険を知ら

せるための警報音等は、年齢によらず聞き取りやすい高音域の音を採用

するとよい。

　　４�．高年齢労働者が自らの身体機能の維持向上に取り組めるよう、高年齢

労働者を対象とした体力チェックを継続的に行うことが望ましいが、個

々の労働者に対する不利益につながるおそれがあることから、体力チェ

ックの評価基準は設けないようにする。

　　５�．高年齢労働者は、十分な経験を有しているため、改めて安全衛生教育

を行うことは高年齢労働者の自尊心を損なうおそれがあるばかりでな

く、長時間にわたり教育を行うことは身体面の負担が大きいことから、

最小限の時間と内容で行うことが望ましい。

▼ ▼解答＆解説 ……………………………………………………………………………………
【１】解答　１
１ ．正しい。
２ ．誤り：高齢者労働災害防止対策に取り組む組織や担当者を指定するなど、実施体制
を明確化する。
３．誤り：警報音等は、年齢によらず聞き取りやすい中低音域の音を採用する。
４ ．誤り：安全作業に必要な体力チェックの評価基準は、安全衛生委員会等の審議を踏
まえてルール化することが望ましい。
５ ．誤り：高年齢労働者であっても安全衛生教育は確実に行うこと。作業内容とそのリ
スクについての理解を得やすくするためにも、十分な時間をかけ、写真や図、映像等
の文字以外の情報も活用することが望ましい。
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11 神経系

■�神経系の構成

神 経

中枢神経

末梢神経

体性神経

大 脳

脳 幹

小 脳脊 髄

感覚神経

運動神経

脳

交感神経

副交感神経
自律神経

１�．神経系は、送られてきた情報から命令を下す中枢神経系と、情報や命令を
伝える末梢神経系から構成されている。
２�．中枢神経系は、脳と脊髄から成り、末梢神経系は、体性神経と自律神経か
ら成る。

■�神経細胞（ニューロン）

樹状突起 

軸索 
（神経線維） 

細胞体 

核 

軸索末端 

【ニューロン】

　１�．神経系を構成する基本単位は神経細胞
（ニューロン）である。神経細胞は通常、
１個の細胞体から１本の軸索と、複数の
樹状突起から成る。
２�．一部の神経は、軸索が神経鞘とよばれ
る被膜で覆われ、内側に髄

ずいしょう

鞘という鞘
さや

を

形成する場合がある。一般に、軸索と鞘

を含め神経線維という。

有髄神経線維 ◎髄鞘を持つ軸索
◎無髄神経線維よりも神経伝導速度が速い

無髄神経線維 ◎髄鞘を持たない軸索

３�．樹状突起は他の細胞から情報の入力を受け、軸索は他の細胞に情報を出力
する。樹状突起間の情報伝達部分には、わずかな隙間をもつシナプスと呼ば
れる伝達構造を形成している。
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４�．神経細胞体が集合しているところを、中枢神経系では神経核、末梢神経系
では神経節と呼ぶ。

■�中枢神経系
《脳》
１�．脳は、大脳、小脳及び脳幹から成る。
２�．大脳の外側の皮質は、神経細胞の細胞体が集まっている灰白質で、感覚、

思考等の作用を支配する中枢として機能する。また、内側の髄質は、神経線
維の多い白質である。

④後頭葉

脳梁

①前頭葉

延髄

②頭頂葉

間脳の視床下部

脊髄

下垂体

③側頭葉
大脳

小脳

脳幹

りょう

  《大脳皮質の機能》

①前頭葉 運動機能中枢、運動性言語中枢、精神機能中枢

②頭頂葉 感覚中枢（温冷覚、触圧覚、関節の感覚等）

③側頭葉 記憶中枢、聴覚中枢、嗅覚中枢、感覚性言語中枢

④後頭葉 視覚中枢

３�．小脳には、随意運動、平衡機能、姿勢反射の調整に関与しており、小脳が
侵されると運動中枢がはたらかなくなり、運動失調を起こす。

４�．脳幹には種々の姿勢反射の中枢があり、姿勢保持と運動制御に関係する。
間脳の視床下部には、体温調節中枢などの自律神経系の中枢がある。また、
延髄は、心拍、血圧、呼吸などの生命維持に重要なはたらきをしているので、
生命維持中枢と呼ばれる。

《脊髄》
１�．脊髄は、延髄から続き下方に伸びている円柱状の部分で、最尾部は第一と
第二腰椎までの間に位置し、脊椎管（背骨）によって囲まれていて、運動系、

知覚系の神経系の伝導路である。
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▼ ▼ ▼ �過去問題�

▼ ▼ ▼

【１】神経系に関する次の記述のうち、誤っているものはどれか。［R6.10］
　１�．神経細胞の細胞体が集合しているところを、中枢神経系では神経節と

いい、末梢
しょう

神経系では神経核という。

　　２�．小脳は、随意運動、平衡機能などの調整に関与しており、小脳が侵さ

れると運動失調が生じる。

　　３�．体性神経には感覚器官からの情報を中枢に伝える感覚神経と、中枢か

らの命令を運動器官に伝える運動神経がある。

　　４�．自律神経系は、内臓、血管、腺などの不随意筋に広く分布し、各種臓

器の消化、呼吸、循環などの機能を意志とは関係なく調節している。

　　５�．交感神経と副交感神経は、同一器官に分布していても、その作用はほ

ぼ正反対であり、例えば、交感神経は心拍数を増加し、消化管の運動を

抑制するが、副交感神経は心拍数を減少し、消化管の運動を亢
こう

進する。

【２】神経系に関する次の記述のうち、誤っているものはどれか。［R6.4］
　１�．神経細胞の細胞体が集合しているところを、中枢神経系では神経節と

いい、末梢
しょう

神経系では神経核という。

　　２�．大脳の外側の皮質は、神経細胞の細胞体が集合した灰白質で、感覚、

運動、思考などの作用を支配する中枢として機能する。

　　３�．副交感神経系は、身体の機能を回復に向けて働く神経系で、休息や睡

眠状態で活動が高まり、心拍数を減少し、消化管の運動を亢
こう

進する。

　　４�．自律神経系は、交感神経系と副交感神経系とに分類され、各種臓器に

対して両方の神経が支配している。

　　５�．体性神経には感覚器官からの情報を中枢に伝える感覚神経と、中枢か

らの命令を運動器官に伝える運動神経がある。
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【６】下の図は、脳などの正中縦断面であるが、図中に� �で示すＡからＥ

の部位に関する次の記述のうち、誤っているものはどれか。
[R5.4/編集部作成]

下垂体

Ａ

Ｅ
Ｄ

Ｃ

Ｂ

この辺りより
下が脊髄

　１�．Ａは、大脳皮質の前頭葉で、運動機能中枢、運動性言語中枢及び精神

機能中枢がある。

　　２．Ｂは、小脳で、体の平衡を保つ中枢がある。

　　３．Ｃは、大脳皮質の後頭葉で、視覚中枢がある。

　　４�．Ｄは、延髄で、呼吸運動、循環器官・消化器官の働きなど、生命維持

に重要な機能の中枢がある。

　　５．Ｅは、間脳の視床下部で、自律神経系の中枢がある。

▼ ▼解答＆解説 ……………………………………………………………………………………
【１】解答　１
１ ．誤り：神経細胞の細胞体が集合しているところを、中枢神経系では神径核といい、
末梢神経系では神経節という。
２～５．正しい。
【２】解答　１
１ ．誤り：神経細胞の細胞体が集合しているところを、中枢神経系では神経核といい、
末梢神経系では神経節という。
３．正しい：「13．ストレス・睡眠による心身の変化」（444ページ）。
２＆４～５．正しい。
【３】解答　５
１～４．正しい。
５ ．誤り：交感神経系は心拍数を増加させるが、消化管の運動は抑制させる。
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